




１９７４年度大会シンポジウム

｢過密・過疎形成のメカニズム」

、大会企画委員会

前年度（１９７３年度）大会は「大都市圏における経済地理的諸問題」をテーマとして開かれ，

過密の度を加えている大都市の諸問題が討議された。今年度大会は前年度大会のテーマを発展さ

せて，今日の都市と農村の存立に重要なかかわりをもつ過密・過疎問題をとり上げることとなっ

た。

１９５０年度後半以降のいわゆる高度成長は産業構造を大きく変えただけでなく，その地域的

投影として人口の農村からの流出と都市への流入をいっそう激しいものにした。都市・農村間の

大規模な人口移動は農村における過疎と都市における過密をもたらし，生活環境の悪化は都市・

農村を問わず深刻さを増す主うになった。過密・過疎問題の解決は単なる地域政策の枠を越えて

国政上の重要問題としてクローズアップされるに至った。

過密・過疎は言うまでもなく人口密度の高低だけを意味するものではない。地域社会を成り立

たせていた経済的社会的秩序か，国民経済の変化に伴う人口の急激な増減を契機にして崩壊し，

その結果として生活環境の悪化を招いている点に本質的な意味がある。既存の秩序の崩壊とそれ

に伴う生活環境の悪化はすぐれて地域的現象である。そこに含奮れる問題は次の三つの分野に整

理して分析・考察を加えることが有益であろう。（１）都市・農村間人口移動を全国的に把握す

る分野，（２）農村からの人ロ流出，または人工圧に関する分野，（３）都市への人口流入．を

たは都市の人口吸引力に関する分野の３分野である。今年大会シンポジウムの課題はこれら３分

野に含まれる問題を解明するとともに，過密・過疎問題に対する経済地理学の接近方法の確立に

寄与することにある。
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地域的再配分過程の定量的解析 ’1
11

‘ルー、鈴：木啓~r祐（流通経済大学）

の中で人口の移動が自由に許されるかぎり，人口は，地域間移動に工っ

鰯 て､つねに地域的に再配分され，その再配分の様式によって，各時点における独特の地理的人

口分布がつくり上げられて行くといえきう。

したがって,人口移動のメカニズムの解析は，地域的人口分布の時間的変化の解明の鍵である

と考えられる。

騨酪.ｗ
〃盆

人口移動については，これまで数多くの研究がなされている。

賃金差麺竺ロピンソン(ＪｏａｎＢｏｂｉｎａｏｎ)やシニルツ（Ｔ－－－－－

Ｉｄ〔，その代表的な研究であるといえる。

また,≦乙二:多(ＬｅｏＨ・Kl……）は地域間労働フ

鞄へ鴨癌湘Ｚ宏
億目冬．

.ｗ・ＳｃｂｕｌＬｚ）の就業機会説
－－－－_－

●

率,曇ご日夢(ＬｅｏＨ・Kl……）は地域間労働力人口移動のﾒｶﾆｽﾞﾑを導入し
て，地域的就業人口を説明するモデルを櫛集した。

ここでは，これらの研究を参考にしたから，労働力人ロ移動を説明する「移動の効用関数」を

つく，，これと,ケインズ（ＪＭ,Ｋｅｙｍｅｓ）の雇用理論･－ただし，実際には，新古典派

の雇用理輪と同型とたっている－とを結合させて，地域内雇用変動量モデルをつくった。そし

して，そのモデルを実際の都道府県別就業人口増加率にあてはめ，モデルの妥当性を検討した。
モデルの櫛造形は，

△Ndt-CU＋βＡｔ－ｎ＋ｒＶｔ－６Ｗｔ－６（Ｗｔ／Ｗｔ－，）（1.1）
△Ｎｓｔ＝〃＋Ｏｗｔ＋１（ｗｔ／ｗｔ－,）＋汀(ｗｔ－Ｗｔ）（1.2）
△Ｎｄｔ－△ＮＢｔ－△Ｎｔ （１．３）

（Ｗｔ／Ｗｔ－１）＝＜＋ソＡＩ､－，＋ｋＶｔ＋３Ｄ△Ｎｔ（1.4）

によって示される。ただし，各文字は，つぎのように定義される。一

△Ｎｄｔ：時点ｔ_ェからｔまでの地域内雇用需要量の変動量（増加麹

△Ｎｓｔ：時点ｔ－１からｔまでの地域内属用供給弓凰の変動量（増加量１

△Ｎｔ：時点ｔ－１からｔ童での地域内雇用量の実際の変動量（増加量）

Ａｔ－，；時点ｔ－１における地域内平均（労働）生産･性

Ｖｔ：Ａｔ／ＺＭ－ェ

Ｗｔ：時点ｔにおける地域内賃金水準

Ｗｔ－１：時点ｔ－１における地域内賃金水準

Ｗｔ：時点ｔにおける全地域の平均賃金水準

ギリシャ文字：パラメーター

このモデルにおいて，Ａｔ－１とＶｔとを外生変数として．誘導形を導くと、
△Ｎｔ－ａ１ｏ＋ａ１１Ａｔ－ｎ＋ａ１２Ｖｔ（２．１）

Ｗｔ－ａ２０＋ａ２１Ａｔ－１＋a２２Ｖｔ（2.2）
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という式が得られる。ただし，ａｉｊｃｉ－１，２；ｊ－０，１，２）はパラメーターである。こ

のモデルをデータにあてはめる際には，このモデルの△Ｎｔを時点t-nからｔ雀での就業人ロ

増加率‘ｔで極きかえた。

なお，「移動の効用関数」は，時点ｔ－１からＬ雀での流入にエって得られる効用ＵＩｔおよび

不効用ＤＩｔ，ならびに，流出に上って得られる効用００１および不効用ＤＯＩとによって，それ

ぞれつくられる余剰効用Ｓｎｔ・Ｓｏｔを示す関数であり、

Ｓｎｔ－似（Wt-WT）１t－し（１ｔ）.（3.1）
ｅ

Ｓｏｔ－似（VVt一Ｗｔ）Ｇｔ－５（０ｔ）（３．２）
によって示される。ただし，、およびＣｌは，時点Ｌ－１からｔまでの流入労働力人口および

流出労働力人口であり，/ccは，価弊の限界効用を示す。なお，し（１ｔ），ど（０，）は１ｔお
よび０ｔの不効用を示す関数（ただし，ｄＶｒ（１t)／dlt＞０，ｄ２Ｖｒ(1t)／ｄｌ(２＞０，．ど

（０t)／dOl＞Ｏｄ２ｆ（０t）／ｄＯｌ２＞Ｏとする。）である。モデルでは.このＳｎｔまたは

Ｓｏｔｔが極大化するように行動すると仮定される。

現実のデータは，１９６０年から１９６５年戎で，ならびに，１９６５年から１９７０年まで

のものを用いた。そのあてはめの結果は比較的よく，その結果，つぎのようなことが結論できる

エうに思える。

ここで用いたモデルは，Ｗｔ－ＷｔおよびＶｔ．すなわちＡｔ／Ａｔ－ｎという説明変数をも

ったモデルであり，このことから，このモデルのあてはまりがよいことは，賃金差説および就業

機会説（ｖ【が就業機会の大きさのメルクマールであるとみたし得る）が同寿に成立しているこ

とを実証している。また’興味あることには，賃金差は労働力の供給量に関係をもち，これに対

して,､就業機会は労働力の需要量に関係をもっている。

この分析によって，少なくとも，人口の地域的再配分は経済的要因によって，かたり強く決定

されるということが示唆されたといえよう。

ﾉ(ﾛ曇\．
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過疎i地域における集落の実態ル

ー四国地方山村について－

獣，

ｂ

；’#１’・←・

相馬正胤（愛媛大学）篠原重伺Ｉ（宇和島南高校）

表題の研究について，四国地方の山村を対象とした。四国地方は過疎率４８９妬（昭和４６年）

で，全国的にみても典型的過疎地域といえる｡四国地方の事例研究は過疎地域のメカニズムの究

明に十分意義あるものと考え，その成果を報告する。川！

「》過疎」という用語がつくられた昭和４２年以降,このことについての論議が盛んになったが

とくに昭和４５年「過疎地域対策緊急措圃法」が制定されてから,過疎現象について多くの研究

･報告がなされてきた。それらの中には，国や地方自治体､の政治的要請の裏づけとなる行政資料

的報告番が多いが，一方では，地元住民の側にたつ人間論的な，実体にせまる論議もあって，過

疎の本質が次第に明らかにされてきたのは事実である｡しかし.過疎という事象があをりにも概

念的に把握され，事実から遊離した議論も少なくなかったことが反省される。過疎地域の実態調

査に基づく体系的研究はいまだ十分進められていないと思われる。このような観点から，四国地

方山村の実態調査を続けてきたが;,ここに今注での成果を報告し,`教示を仰ぐこととした｡

Ｉ・集落の移動/～．～

過疎地域において､過疎がただらに集落の崩壊につながる事象と考えられたがbとの点につい

ては十分な吟味と検討とが必要と思われる｡四国山岳地方では5小規模な出型集落や!戦後の開拓

集落の一部を除いては，過疎地域の集落が壊減的状態にあると認定できるところは普遍的には存

在しないことが指摘できる６集落移動の事例についてみても，それか本質的に集落の崩壊といえ

るかどうか，考えさせられる点が少なくない。．～

ここでは，愛媛県日吉村節安，奥藤川について，集落の移動の過程を報告する。さらに高知ｊｉＬ

芸西村宇留志，白髪の事例，徳島泉木頭村中内，宇井之内，日早の事例を比較し,最近における

集落移動の様態を述べることとする。

事例の集落はいずれも山岳地方耕境にある集落である。これらの集落をみると，そ｡｢Lは土地の

生産力の低さを根底に，交通地位の劣悪さ，社会的諸施設の欠除など，多くの疎外条件が積み童

.なって.それが｢騨｣としての集落の人ﾛ容量をいちずに縮少化してきたところといえる。こ
のような物質的疎外状態に加えて．「住民意識の後退」という精神的状況が作用して，集落崩壊

の素因がつくられたのである。直接的な住民離村の契機となったのは自然災害で，たとえば昭和

３８年の豪雪，豪雨がそれである。節安では，昭和３５年２６戸が昭和４８年６戸に減少してい

る。昭和３８年から４８年にかけての離村状況をみると，離村は移動能力のある比較的上位の階

層から始左り，それがいもずる式に残留農家の離村を誘引している。移住先は隣接（日吉村の場

合は広見町，芸西村､フト羅靹付の場合は同じ村内）の土地生産住上位の地域である｡離村跡地をみる
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と，耕地は林地化し，山林はその主雀残置してある。離村者は移住地からの通勤林業を兼業とし

ている。集落の崩壊は１０戸以内の小規模集落で発生し易い。節安の場合，残留農家６戸になっ

て，はじめて崩壊の危機がおとずれる。ここにあげた事例について共通にいえることは，崩壊過

程にある集落のあと始末は町村自治体の行政措置の枠内で処理されたことである。崩壊に直面し

た集落はいずれも自村中核集落に造成された住宅団地へ．集団移動することによって消滅した。

集落の崩壊はいわば「中核地域への撤収」という型で解消されたことになる。通作による離村跡

地の開発を意図する点などに村の立場は表明されているが，国の政策をその喪主下請けしたよう

な村の事後処理的対策には，住民中心の視点が見失左われていることが指摘される。

２．過疎地域山村の実態

過疎地域山村の一般的な姿については十分紹介されていない。集落が外部の状況の変化に対応

して自己展開の過程にあることはとくに注意してよい。このような事象は，崩壊のそれにくらべ

より普遍的な事象であり，その中に，過疎地域の実態が見出されることを指摘しておきたい。

事例として，高知県池川町椿山，愛媛泉柳谷村中久保，徳島県小屋乎村森遠などをあげて報告

する。事例の集落はいずれも典型的な奥地山村である。考察を要約すると次のようにたる。

部落の階層分化をみると，中層鍵に重心をおく構成をとりつつ，少数の上層農と下層農を折出

している。中層以上の階層は特産的商品生産の担いてであるが，とくに上層度は営農改善の推進

者として集落をリードしている。下層農は兼業収入に依存することが大きく・集落樗成から離脱

する傾向が強い。

商品生産はたばこ・茶・桑などを主とするが，焼畑消滅以後は山腹斜面の傾斜畑を主要耕地と

し，その経営規模はきわめて零細である。それは自営林業を結合することによって，はじめて安

定した経営となることができる。中層幾以下の営農は生業的・家業的住格を脱却できず，兼業に

よる農外収入に依存せざる盆得７５:1A･基幹労力を喪失したB2家の営農#｡〔ますます家業的|生格を強くする。

兼業化が進んでいるが，兼業種目をみると，上層農は自営林業を主とし，中層農は小規模な自

営林業，主たは林業労務，下層農は日雇・出かせぎなどが主となる。農家の自営林業は，農業と

の補完関係による土地利用の集約化，自然環境の保全などを考慮すると，その意義のきわめて大

きいことがわかる。

道路とくに林道の整備は意外に進んでいる。過疎を道路の荒廃と関連させる局地次元の過疎論

は実態を見落している。広域交通通信体系の整備は進められ，広域占営舌圏の下地はつくられてい

る。集落は変貌する。集落は生活共同体に変質しつつあるといえるが，現状では，農家の家業的

農林複合経営（婦女子・老人など生活共同体の成員によって営室れる）のよりどころにもなって

いるのは事実で，このことによって集落は伝統的要素を温存しつつ強靱に存続しようとする。辺

境の山村地域では，農林業生産の地域単位は依然として集落であり，経営単位は個々の農家であ

る。このエうな地域の内部構造盆見落して，過疎地域の解消を意図するいわゆるシステム化の理

論は，先にふれた事後処理的・対症療法的過疎対策と同じ思想に基づくもので，いずれも事実を

無視した虚像の倒立像的論議といわざるを得ない。活力ある集落を－つのよりどころにして，俊
一５－
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過疎地域の中での都市・地域の発展

杉元邦太郎（島根大学）

（１）過疎地域とは，人ロの急激な減少を先駆として，その地域の中での社会的・経済的な
諸機能が，人口急減に王る需給変化に対応しきれず，外的誘因によって誘発された地域変化現象
が，すでに自壊的変化の段階に童で達しているような地域をいう（なおこ１では，ｐｕｌｌ，ｐｕｓｈ
要因には触れていたい）。

このような過疎現象は，山間小部落においてまずはじをり，順次より上部単位へと波及するも
のと考えられるが，その連鎖の環は相当広域的であり，かつ複合して発生しているのが常態であ
る。

（２）このように広域的なひろがりをしめす過疎地域の中て，点在的に人口増加の地域があ
り，かつそれが複合して，面的に一種の“発展地域，'が存在することがある。この場合その核と
なっているのは，多くは県庁所在都市であり，他の一部は当該地域の中ては“特殊”とみなされ
る商・工都市である。しかしそれらの大部分は，当該都市を含むより広域左生活圏域の過疎化を
抑制･吸収するには力不足であり，過疎化は依然として進行する。をた時には助長さえしかねな
い□

（３）具体的に山陰地方の“都市，，をみると，域内に市（鳥取県４，島根県８）のうち，昭
和４０－４５年の間に人口増加をしめすのは６市（松江・米子・鳥取-4,000以上，境港
－１，２９９，出雲，安来－１８）にしかすぎない。鳥取市を除くと，すべて中海・宍道湖周
辺地域である。しかしＤＩＤについてみてみると，増加郎市は１０都市になる。すなわち，安来
２２５筋（以下妬は省略），松江9.2，出雲７．９，平田7.6，米子6.0，浜田３．６，益田２．７，
鳥取１．２，大田・江津（この２市は４５年よりＤＩＤ設定）である。他方ＤＩＤで人口減をしめ
すのは，境港－４．３，倉吉－１０．２で，境港市の場合は，ＤＩＤ減，市域増という一種のド
ーナツ化現象を呈している。倉吉市はＤＩＤ・市域ともに減である。市以外のＤＩＤは，大社8.8
西郷－８４であり，大社も中海・宍道湖周辺地域の一角をなしている。なお昭和４９年１月１日
の推計人口では，島根県内人口増加市町村は５市５町（対４５年比）である。さた中海新産都地
区に砥習あたる中海・宍道湖周辺地域は，トータルとしては１．１８紡の増（４５年：５５２３９８人
一両県人口の４１９６－４０年エリ５，６３２の増）となっている。

（４）さて以上のような過疎地にとりをかれている山陰地方の中て，人ロ増加都市・市・地
域（人口増のみが成長とはかならずしもい出きれないが）は，全体地域の中てはどのような性格
をもっているのか，なにゆえに人口増をもたらすのか，さらに社会増プラスとするならば，その
吸引力は何か。それらの実態は発表にゆずるとして，若干の統計にエって考える基礎を提示して
おく。

まず産業別人ロ比のうち，第２次産業が全国平均３３９筋をこえるのは，山陰両県では島根県
－７－



１１
，：

o-１

，Ｉ

東出雲町４７．４のみで，これに近似するのが同宍道町３２４，江津市３１．５，安来市３０．９，境

港市３１．０で，江津を除くと中海・宍道湖周辺地域に属する。また江津・宍道は人口減である。

(なお４９１では宍道－１，東出雲－２３３となっている。）これてみるかぎり第２次産業，

なかんずく製造業の存在が人ロ増の抑止に大きく働らいているとはいえない。

（５）他方全国平均より高い数値を示すのは．第３次産業，なかでもサービス･公務の２業

種である。これをより詳しくみるために，職業別分類（Ｎｏｎ－ｂａｓｉｃをよく示す）によってみ

ると，事務・技術・専門職業従事者が多く，とくに松江・鳥取において顕著である。さらに販売

・サービス系，生産系と組み合せると，たとえば，鳥取は事務・生産系，米子は生産・販売系，

松江は事務・販売系。境港・安米・出雲は生産系にそれぞれ卓越していることがわかる。この中

でもとくに卓越度の高いのは，松江の事務系と境港の生産系で，総体的にいっても，この２系列

によって人口増加のパターンが決定されていることが認められる。そして前者のパターンは，従

業者の居住範域が広域的であり；後者のパターンは局部拠点的であるといえる。

（６）以上の基礎的数値をもとにして．発表当日においては，両系列を中心とした人口増加

のパターンの詳細を報告し,それが過疎・中間ｂ過密のそれぞれでどのような差が現われるか，

さらに(4)の前半で述べたｴ，を｢状況｣が具体的にはどのように現われているかを報告した

い｡この部分について，とくに工場誘致関係の資料収集が遅れ．予報することができたかったこ

とをお詫びする。
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経済地理学会会則

第1条（名称）

本会は，経済地理学会（ＴｈｅＪａｐａｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＥｃｏｎｏｍｉｃＧｅｏｇＴａｐｈｅｒ）

と称する。

第２条（目的）

本会は，経済地理学にかんして，内外の研究者の交流・提携をはかり，理論および応用の分野に

おける国際および国内の，経済地理的諸問題の研究を推進し，もってわが国の縫済と文化の発展

に寄与することを目的とする。

第３条（事業）

本会は，第２条の目的を達成するために；次の事業をおこなう。

１．研究報告会の開催

（１）毎年１回，全国大会を開く。ただし必要に応じて臨時の大会を開くことができる。

（２）原則として毎月１回，支部毎に月例研究会を開く。
Ｃ

Ｚ会誌「経済地理学年報」，「経済地理学会ニュース」その他の刊行物の発行。

３講演会，見学会などの開催

４内外関連藷学会との交流・提携

ａ経済地理学関係情報、資料の整備

６委託調査研究の実施

Ｔその他本会の目的達成に必要な事業

第４条（支部）

本会に，関東支部および関西支部巷おく。ただし，当分の間、関東支部の会務は本部がおこなう。

本会は，総会の決議により．適当の地に，錫らたに支部を世くことができる。支部の運営につい

ては別にこれを定める。

第５条（会員）

｜・本会の会員は，次の３種とする。

（１）普通会員

（２）賛助会員

（３）名誉会員

Ｚ普通会員は，本会の趣旨に賛同する経済地理学およびこれと関連する諸科学の研究者で，所

定の会費を納入し，本会の活動に参力ける者とする。

３賛助会員は，本会の目的事業に賃同し，所定の会費を納める法人・宙体または特定の個人と

する。

４名誉会員は，経済地理学ならびに本会に対し，標こ貢献した者の中から，幹事会が推薦し，

総会の承露を必要とする。

－９－
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５．本会の普通会員もしくは賛助会員になろうとする者は，それぞれ所定の入会申込醤を提出

し，会長および幹事会の承認を得なければならない。

６本会の会員は，付則に定めるところの会費を収めなければならない｡既納の会費は返却し

ない。

ヌ会員は，すべて会誌などの学会刊行物の配布を受けることができるほか,本会のおこなう～

事業に参加し，その設備や資料を利用することができる。

a会員で退会しようとする者はJ魯面により，理由をつけて退会届を本会に提出し；会長お￣

＝よび幹事会の承認を必要とす愚。～ｆｊ

ｑ会員が次の事項に該当した場合は，幹事会の審査にもとづき会長の承謹をへて除名するざ二

とができる。‘トー～:－Ｗ

（１）会費を滞納した場合r、．～～いニーテムユに*-J
：‘：’．．．.・・夕．＞品

（２）会則に背き，または本会の名誉を傷つ(ナ為行為のあったとき。′い、い．…．’

第6条<(役員ｿｰﾎﾟ’一ﾊﾍｰど～．￣～～

，、本会に次の役員を置く。wPi非>〆円…、、～～バト～．…刃ｒ：

（１）会長甥｢L角茗■Ｗｆ;ﾎﾟーーいく……:－工ｊ~~丁へ！【ぬ（片戎月

（２）評議員若干名い;ｗ…~(ず:ﾙｺﾞｳﾞ7ヂ：かぜ＝際

（３）代表幹事２名 ｒ::-Y'＃．、１Ｗ．．～パ1-1/;ゾル斎ﾙﾄﾞｽ‘よ

’4）幹事若干名～ハ～可きw：ｘす!】:「…:.'～`パＪ－:～.

（５）会計監査２名式－－～,２丁?；

（６）顧問または参与若干名Ⅳ咄ヘズー十トーへ

（７）支部長‘い、，…“;、

ｚ役員の選出にがん心轆､次の各項にｋる゜～■
１１Ⅱ会長ほf総会【蛾いて,普通会員ら中から推鴬または選挙によ`づて定めろ｡L～､￣…

（２）評議員，幹事，会計監査は，総会において，普通会員の中から推薦叢だほ選挙にﾊﾄ；ずｉ－:了

よって定め子列.，､～、。

（３）代表幹事は，幹事の互選によって定めろ。ご～ﾐ:いば…－局

（４）顧問または参与は会長がこれを委嘱する。…・’

（５）支部長は，支部の推薦にもとづき会長がこれを委嘱する。，－－

３．役員の任期にかんしては次の各項による。

【（1J役員の任期は２年とし，再任をさまたげない。～…

（２）補欠による役員の任期は前任者の残任期間とする。．

（３１役員は任期に満了後でも後任者が就任するまでなおその職務をおこなうものとする.

４．役員の戦務にかんしては次の名画こよる。

（１）会長は0本会を代表し，会務を総理する｡

（２）評議員は，会長の諮問に応じ，会務の運営に助言を与える。

’ト&

可

1０－

０．



（３）代表幹事域，会長を補佐し，幹事会を組織して会務を推進する。

（４）幹事は，幹事会の組織のもとに，一般の会務をつかさどり，本会の事業を遂行する。

(5)会計監査は，本会の会計を川監査する。

（６）顧問または参与は，会長の諮問に応ずろ。

（７）支部長は,支部を代表し、支部の会務を総括す為。

第７条（総会）

１．通常総会は，毎年１回，会長が招集する。

２．臨時総会は，幹事会が必要と認めるとき，または普通会員５０名以上から会議の目的とする

事項を示し請求のあったときに開催する。

ａ総会は，委任状を含めて，普通会員の５分の’以上の出席がなければ成立しない。

４．総会において，事業報告，会計報告，事業計画、矛算および会則変更の審議，ならびに役員

選出などを行なう。

５．総会における議決は出席普通会員の過半数による｡

第８条（会則の変更）

本会則の変更は，幹事会または普通会員５分の１以上の提案により，総会出席普通会員３分の２

以上の賛成を得なければならない。

第９条（資産および会計）

１．本会の運営ならびに事業は次の資産によりおこなうものとする。

(1)会費（２）事業にともなう収入（３）寄付金品（４）その他の収入

２．本会の事業年度および会計年度は，原則として，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に

終了する。

（付則）

|・本会の本部事務局は，当分の間，明治大学・大学院地理学研究室内に撞く。

Ｚ本会の事務を処理するために職員をfi吐く。

その任免にかんしては別にこれを定めろ。

3．本会の関東支部長は当分の間会長がこれを兼担する。

4．本会の会費は当分の間，次の通りとする。なお，会費の納入は，毎年ム月（新入会員は入会の

時）とする。

（１）普通会員年額２８００円

（２）餐助会員年額１口１００００円以上（但し２回に分納することを認める。）

ａこの会則は，１９７０年４月２９日より実施す為。

(以上）

－１１－
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